
平成２６年５月２６日（月）～平成２６年６月１日（日）〔平成２６年第２２週〕の感染症発生状況
第２２週で定点当たり報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 3)水痘・伝染性紅斑でした。
感染性胃腸炎は定点当たり９．２７人と前週（８．８５）より患者報告数は増加し、例年より高いレベルで推移しています。
Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎は定点当たり２．９７人と前週（２．５２）より患者報告数は増加しましたが、ほぼ例年並みのレベルで推移して

います。
水痘は定点当たり１．２１人と前週（０．８５）より患者報告数は増加しましたが、ほぼ例年並みのレベルで推移しています。

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局健康安全部・各区役所保健福祉センター（保健所） （問い合わせ先） ０４４－２７６－８２５０（風しん抗体検査に係ることを除く。）
※風しん抗体検査に関することは、健康福祉局健康安全部健康危機管理担当（感染症担当：０４４－２００－２４４１）までお問い合わせください。

【感染症発生動向調査事業から】

今、何の病気が流行しているか！

風しん抗体検査の実施について～風しん抗体検査の無料実施を開始します！～

妊婦、特に妊娠初期の女性が風しんにかかると、生まれてくる赤ちゃんが「先

天性風しん症候群（ＣＲＳ）」という病気にかかることがあります。風しんの予

防には、ワクチンを接種し、風しんに対する免疫を獲得することが有効です。

風しんに対する十分な免疫があるかどうかについて、風しん抗体検査で確認す

ることが重要です。

川崎市では、必要な方に風しんワクチン接種を促進するために、風しん抗体検

査を無料で実施します。<実施期間：平成26年6月16日～平成27年3月31日>

風しん抗体検査の内容

対象者

川崎市民で、風しんにかかったことがない方、風しん含有

のワクチン接種や抗体検査を受けたことがない方で、次のい

ずれかに該当する方です。

当該事業の市内協力医療機関（本市ホームページをご覧くださ

い。）を受診し抗体検査を受けてください。なお、予約制のところ

もあるので、あらかじめ医療機関に直接お問い合わせください。

検査の受け方

1. 妊娠を希望する女性
2. 妊娠を希望する女性のパートナー
3. 妊婦のパートナー

検査の結果、十分な免疫がない場合は、ワ

クチン接種をお勧めします。その際の接種に

かかわる費用はすべて自己負担となります。

本事業の詳細については、次の URL からご覧ください。

http://www.city.kawasaki.jp/350/page/0000058232.html

事業詳細

※2014年は 5 月 25日診断分まで


